
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

勇者は、ひどく赤面した。 

『走れメロス・富獄百景ほか』 
太宰治/著 筑摩書房 913.6/ﾀｻｲ/B 

「走れメロスの最後の一文」 

下人の行くえは、 

だれも知らない。 
『羅生門 杜子春』 芥川龍之介/作 岩波書店 ｱｸﾀ 
「羅生門の最後の一文」 

ｆｒｏｍ ティーンズ エリア 

ＴＥＥＮＳ ＡＲＥＡ 特別号 

発行 堺市立美原図書館          2020 年 2 月 

今回、ティーンズ向けの情報誌、「TEENS AREA」の特別号を発行しました。 

2019 年の夏に発行した、「本の一行目にスポットをあててみました。」と 

合わせて読んでも面白いと思います。 

ブックフェア in ティーンズエリア 

「本の最後の一文にスポットをあててみました。」 

あの本の最後の文ってどんな感じ？ 

最後を読むと、また違った楽しみ方ができるはず。 

踏みこたえて目を上げたとたん、さあと音を立てて 

天の河が島村のなかへ流れ落ちるようであった。 

 
『伊豆の踊子・雪国』 川端康成/著 旺文社 ｶﾜﾊ 
「雪国の最後の一文」 

ありがたいありがたい。 

『吾輩は猫である』 夏目漱石/著 
文藝春秋 913.6/ﾅﾂﾒ/B 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

私たちを乗せた銀河鉄道は、 

まだ走り出したばかりだ。 

『幕が上がる』平田オリザ/著 講談社 913.6/ﾋﾗﾀ 

私は、午後一時の知らない町に

向かって、小走りで駆けだす。 

『桐島、部活やめるってよ』 
朝井リョウ/著 集英社 913.6/ｱｻｲ/B 

来年も、オレは「センセー」になってやる！ 

『オレは、センセーなんかじゃない！』  

おかざきさとこ/著 学研プラス 913/ｵｶｻ 

ドドドン！ 

また太鼓が勢いよく鳴りだした。 

『部長会議はじまります』  
吉野万理子/著 朝日学生新聞社 913/ﾖｼﾉ 

 

できたての小さな悩みごとに頭を抱えつつ、 

わたしはなんだかとっても幸せな気分になっていた。 

 

『おなやみ相談部』 みうらかれん/著 講談社 913/ﾐｳﾗ 

 

ぱん、 

と忘れられない音がした。 

『ABC! 曙第二中学校放送部』 

 市川朔久子/著 講談社 913/ｲﾁｶ 

「いくぞ、一、二、三」 

「ダー！」 

『ぼくたちのアリウープ』  

五十嵐貴久/著 PHP 研究所 913.6/ｲｶﾗ 

きっと、青い愛さえ夢に見るのだ。 

『青の誓約 市条高校サッカー部』 
綾崎隼/著 KADOKAWA 913.6/ｱﾔｻ 

私は先生のあとを 

懸命に追いかけていった。 

『赤毛の女医アン』 福田隆浩/著 講談社 ﾌｸﾀ 

あたしと同じだね。 

『靴を売るシンデレラ』 

ジョーン・バウアー/著 小学館 ﾊｳｱ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

そのたびに、にんまり笑ってしまう。 

まるでワニくんのように。 

『笑う化石の謎』 
ピッパ・グッドハート/著 あすなろ書房 933/ｸﾂﾄ 
 

どれだけ、もう一度 

会いたかったかということ。 

『ペンギン・ハイウェイ』  
森見登美彦/著 角川書店 913.6/ﾓﾘﾐ 

だけど翔児くんとボートに乗ったら、わざとゆす

って、村崎さんとはどういう関係なのか、自白だ

けはさせてやろう。 

 
『片思いレシピ』  
樋口有介/著 東京創元社 913.6/ﾋｸﾁ  

僕は足元を見て、一歩ずつ、坂の終わりを

目指すことにする。 

 

『アヒルと鴨のコインロッカー』  

伊坂幸太郎/著 東京創元社 913.6/ｲｻｶ/B 

それぞれの人生の途中駅で、出会い、 

また別れゆく互いを肴に飲むのだから。 

『なくし物をお探しの方は二番線へ』  
二宮敦人/著 幻冬舎 913.6/ﾆﾉﾐ/B 

僕はギヤをさらに重くしスピードを上げて、

太陽の沈むのとは反対の方角へ走る。 

 
『走ル』 羽田圭介/著 河出書房新社 913.6/ﾊﾀ 

おそらく、 

誰にとっても。 

『港町ヨコハマ 異人館の秘密』  
山崎洋子/著 あすなろ書房 ﾔﾏｻ 

風は優しく、木々の梢から、 

棚の耳元までやってきて、何か囁い

て消えた。 

『ピスタチオ』 
梨木香歩/著 筑摩書房 913.6/ﾅｼｷ 

「俺は、フェアプレイってのが嫌

いなのさ」 

『体育館の殺人』 青崎有吾/著 東京創元社 913.6/ｱｵｻ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

開館時間 
火曜日～金曜日    10：00～20：00 
土曜日・日曜日・祝日 10：00～18：00 
堺市立美原図書館 美原区黒山 167-14 

TEL：369-1166 
http://www.city.sakai.lg.jp/kosodate/library/index.html 

 ティーンズエリア 

美原図書館のティーンズエリアには、中高生に 

人気の小説や、部活、趣味の本、進路の本などを

6,000 冊以上常設しています。本を読みたい、 

調べ物をしたいときはティーンズエリアを活用してく

ださい。探している本が見つからないときは、カウ

ンターの職員に気軽に声をかけてくださいね。 

ジャケットに手を突っ込んだまま歩く自分の監督の

華奢な背中にくっついて、香屋子はその後ろを小走

りにかけていく。 

『ハケンアニメ！』  
辻村深月/著 マガジンハウス 913.6/ﾂｼﾑ 

夏の、東京の公園で。 

『東京公園』  
小路幸也/著 新潮社 913.6/ｼﾖｳ 

好きです、と。 

『僕は上手にしゃべれない』  
椎野直弥/著 ポプラ社 913/ｼｲﾉ 

どこかで、ユキヤの声が、聞こえた気がした。 

 

『きみの心にふる雪を。』  
西本紘奈/著 KADOKAWA 913/ﾆｼﾑ 

終わりに…。 

いかがでしたでしょうか。普段とは異なる形で本と出会えたような気がしませんか。 

最後の一文もなかなか面白いでしょ？ 

ここに載っている本は、ティーンズのみなさんに面白く読んでもらえると思います。 

興味を持ったら、ぜひ図書館へ。 


